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研究成果の概要： 

 

「在日タイ女性のあいだになぜ相互ネットワークが発達しないのか」を、日本社会における

「タイ女性」への差別意識と、それが生むタイ女性間の差異化意識（「自分は他の『タイ女性』

と違う」という差異化意識）に基づくものであることが明らかにされた。これは、＊＊回の学

会発表と、＊＊本の出版物とによって発表された。 

 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
１８年度 900,000 0 900,000 

１９年度 1,900,000 0 1,900,000 

２０年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度    

  年度    

総 計 3,600,000 240,000 3,840,000 

 

 

研究分野： 社会学 

科研費の分科・細目： 社会学 

キーワード：移民、エスニシティ、マイノリティ 

 
１．研究開始当初の背景 
 

 タイのスラムで調査をするうち、スラム住

人のなかに、いかに日本や欧米へ嫁ぐ女性が

多いか、また彼女たちのあいだにどのように

問題を抱えている人が多いかを目の当たり

にした。そこで、日本とタイと双方から在日

タイ女性について、調査することを思い立っ

た。とくに「なぜ在日タイ女性のあいだには

相互扶助組織が発展しないのか」を分析する

ことを構想するに至った。 

 
２．研究の目的 
 

 本研究の目的は、既存の越境移住者のネッ

トワーク分析では扱われることがなかった、

「越境移住者としてのネットワークから排除

される越境移住者の人々」について、ジェン
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ダー論の視点から分析し、越境移住者の中の

多様化と階層化について実態を把握し、移住

者のあいだの階層化のメカニズムを分析する

ことにあった。  

 
 
３．研究の方法 
 
[１] アンケート調査[18 年] 

東海地域(愛知、三重、岐阜、静岡県)に住

むタイ出身女性のうち、1年以上の長期滞在者

300名を対象とし、できるだけ広い範囲の職

業・滞在期間の人々について網羅的にアンケ

ート調査を行った。記入方法は無記名式、質

問には、調査者およびタイ人協力者がタイ語

で応じた。公的機関・NPO・タイ食材店・性産

業従事者の宿泊所等にて、調査者およびタイ

人協力者が、直接、配布回収を行った。 

 

[２] インタビュー調査[18年～20月] 

アンケート回答者の中のから30 名に対し、

調査者が直接タイ語でインタビュー調査を行

った。内容は、日本・タイ・それ以外の第三

国における家族・友人とのネットワーク状況

の分析データ収集に関するものであった。質

問事項を予め手渡した面談方式で、個別に実

施した。面談場所は、公共の施設(NPO 活動の

実施場所)・喫茶店等で行った。 

 
[３] ワークショップ開催[19 年] 
 当初予定していたものより小規模ではあ
ったが、在日タイ女性を支援する NGO と相互
扶助組織の協力のもと、「相談会」と称する
ワークショップを４回にわたって実施した。 
 
４．研究成果 
 
 在日タイ女性の間に相互扶助組織が発達
しない理由にある、ネットワーク分断の状況
について明らかになった。ただし、仮説のと
おりの「階層化」というよりも、「分断」と
いう特性が強いということが明らかになっ
た。また何よりも、その背景には日本社会の
「在日タイ女性」への偏見・差別意識が大き
く影響していることがわかった。 
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